
●第18回統一地方選挙
●ウェタスキウィン市から中高生訪問団が来町

あしょろ広報 2015
NO.7455



23

投票区 投　　票　　所
投　票　率

今　回 前　回

１ 足 寄 町 役 場 69.76％ 64.87％

２ 足 寄 小 学 校 体 育 館 77.47％ 72.50％

３ 旭 町 母 と 子 の 家 75.39％ 73.68％

４ 下 愛 冠 児 童 館 66.57％ 56.76％

５ 中足寄集落センター 80.92％ 74.29％

６ 螺 湾 寿 の 家 77.69％ 72.78％

７ 上足寄集落センター 88.10％ 82.47％

８ 鷲 府 集 会 所 80.28％ 76.19％

９ 上利別基幹集落センター 70.62％ 66.82％

10 大誉地集落センター 86.05％ 74.51％

11 芽登生活改善センター 74.54％ 69.91％

12 茂喜登牛集落センター 77.89％ 65.66％

合　　　　　　　　計 74.98％ 69.67％

投票区 投　　票　　所
投　票　率

今　回 前　回

１ 足 寄 町 役 場 79.34％ 79.17％

２ 足 寄 小 学 校 体 育 館 86.29％ 83.90％

３ 旭 町 母 と 子 の 家 82.62％ 84.21％

４ 下 愛 冠 児 童 館 76.64％ 76.14％

５ 中足寄集落センター 87.02％ 92.20％

６ 螺 湾 寿 の 家 84.25％ 89.94％

７ 上足寄集落センター 95.24％ 86.60％

８ 鷲 府 集 会 所 87.77％ 89.80％

９ 上利別基幹集落センター 84.75％ 80.57％

10 大誉地集落センター 87.40％ 88.24％

11 芽登生活改善センター 87.50％ 85.65％

12 茂喜登牛集落センター 88.42％ 87.63％

合　　　　　　　　計 83.91％ 82.90％

第18回
統一地方選挙

　

統
一
地
方
選
挙
の
前
半
戦
、
北
海
道
知
事

選
挙
と
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
が
４

月
12
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
投
票
率
は
、
北
海
道
知
事
選
挙
が

74
・
98
％
、
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
は
74
・

48
％
で
し
た
。

　

な
お
、
本
町
で
の
各
候
補
者
の
得
票
結
果

等
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

４
月
26
日
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
は
、
現

職
の
安
久
津
勝
彦
氏
（
63
歳
）
と
、
新
人
の

矢
野
理
惠
子
氏
（
62
歳
）、
清
野
幸
吉
氏

（
61
歳
）
の
３
人
が
立
候
補
し
、
選
挙
の
結

果
、
安
久
津
勝
彦
氏
が
当
選
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
町
議
会
議
員
選
挙
に
は
、
定
数

13
人
に
対
し
、
14
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

町
長
選
挙
、
町
議
会
議
員
選
挙
と
も
、
投

票
率
は
前
回
平
成
23
年
に
比
べ
、
１
・
01
ポ

イ
ン
ト
上
回
る
83
・
91
％
で
し
た
。

　

な
お
、
各
候
補
者
の
得
票
結
果
等
は
次
の

通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

北海道知事選挙開票結果

高　橋　はるみ� ２，２８９

佐藤　のりゆき� ２，２３２

町長選挙開票結果
当
選�安久津　勝　彦（無所属・現）�2,645

矢　野　利惠子（無所属・新）�1,264

清 野 幸 吉（無所属・新）�1,105

投票区別投票率（知事選挙）投票区別投票率（町長・町議会議員選挙） 候補者別得票数（町議会議員選挙）

北海道議会議員選挙開票結果

山 川 秀 正� ２１４

池 本 柳 次� １，３０７

き た 龍 一� １，２６３

ささき　恵美子� ９２６

大　谷　とおる� ７０９

・有効投票数�4,521� ・不�受�理　0

・無効投票数����24� ・持ち帰り　0

・投票者総数�4,545

・有効投票数�5,014� ・不�受�理　0

・無効投票数����45� ・持ち帰り　0

・投票者総数�5,059

・有効投票数�4,419� ・不�受�理　0

・無効投票数����87� ・持ち帰り　0

・投票者総数�4,506

当日の有権者数（知事選挙）� ６，０６２人

� 男　２，８７９人

� 女　３，１８３人

選挙当日の有権者数� ６，０２９人

� 男　２，８６２人

� 女　３，１６７人

第18回統一地方選挙の

北海道知事選挙と北海道議会議員選挙の投票が４月12日に、

足寄町長選挙と足寄町議会議員選挙の投票が４月26日に行われました。

北
海
道
知
事
・
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

当選 髙橋　健一 63歳 無所属・新 580.052票

当選 髙橋　秀樹 47歳 無所属・現 564.947票

当選 星　　孝道 70歳 無所属・現 494.459票

当選 多治見亮一 60歳 無所属・新 454.000票

当選 吉田　敏男 69歳 無所属・現 430.000票

当選 井脇　昌美 68歳 無所属・現 417.000票

当選 高道　洋子 71歳 公明党・現 392.540票

当選 榊原　深雪 68歳 無所属・現 293.000票

当選 田利　正文 65歳 共産党・現 283.000票

当選 木村　明雄 68歳 無所属・現 262.000票

当選 熊澤　芳潔 68歳 無所属・現 216.000票

当選 川上初太郎 73歳 無所属・現 210.000票

当選 前田　秀夫 70歳 無所属・現 206.000票

後藤　次雄 77歳 無所属・現 185.000票

４.28　当選証書交付式
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ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
か
ら

中
学
生
・
高
校
生
訪
問
団
が
来
町

４
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
、
中
学
生
４
人
と
高
校
生
３
人
、
サ
ン
ド
ラ
・

キ
ム
団
長
ら
引
率
５
人
の
計
12
人
の
訪
問
団
が
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

４
月
６
日
（
１
日
目
）

　

午
後
５
時
30
分
、
訪
問
団
が
足
寄
町
に
到�

着
。
早
速
、
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
訪
問
団

の
受
入
式
・
歓
迎
夕
食
会
が
町
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
町
関
係
者
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
な
ど
84
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
に
安

久
津
勝
彦
町
長
は
「
足
寄
で
の
滞
在
は
限
ら

れ
た
時
間
で
す
が
、
ぜ
ひ
友
好
を
深
め
て
く

だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
ン
ド
ラ
・
キ
ム
団
長
は
「
今

回
日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
皆
さ
ん

に
お
会
い
で
き
て
幸
せ
で
す
」
と
来
町
の
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

４
月
７
日
（
２
日
目
）

　

団
員
ら
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
自
由
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
十
勝
管
内
を
観
光

し
た
り
シ
ョ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
と
、
楽
し
い

思
い
出
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

４
月
８
日
（
３
日
目
）

　

訪
問
団
は
、
足
寄
高
等
学
校
や
町
内
を
見

学
。
昼
に
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス
銀
河
の
里
あ
し
ょ

ろ
を
訪
れ
、
入
居
者
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

次
に
役
場
庁
舎
を
訪
れ
、
安
久
津
勝
彦
町

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
安
久
津
町
長
と

サ
ン
ド
ラ
団
長
が
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
後
、

互
い
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
訪
問
団
は
町
民
セ
ン
タ
ー
で
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
と
も
に
習
字
や
三
味
線
、

昔
遊
び
等
の
日
本
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

４
月
９
日
（
最
終
日
）

　

足
寄
動
物
化
石
博
物
館
を
訪
れ
た
団
員
ら

は
、
館
内
見
学
や
発
掘
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
そ
ば
打
ち
や
巻

き
寿
司
調
理
を
体
験
。
団
員
か
ら
は
「
難
し

け
れ
ど
、
夢
中
に
な
れ
る
」
と
の
声
が
聞
か

れ
、
日
本
の
食
文
化
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子

で
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
足
寄
へ
の
訪
問
記
念
と
し
て

足
型
工
房
で
足
型
採
取
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
で
お
別
れ

セ
レ
モ
ニ
ー
・
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
員
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
抱
き
合

っ
た
り
握
手
を
交
わ
し
た
り
す
る
な
ど
、
別

れ
を
惜
し
み
な
が
ら
足
寄
町
を
後
に
し
ま
し

た
。

氏　　　　名 ホストファミリー

エイヴリー・スタシュコ 中学２年 沼田　正俊

アビゲイル・エリオット 中学３年 髙木　達二

ブレット・スタシュコ 中学３年 @川　友二

ロビン・ルイス 中学３年 大西　哲也

ローワン・アチソン 高校１年 青砥　義則

マーセル・レイニー 高校３年 櫻井　譲二

メイソン・チャンネルズ 高校３年 大野　　昇

ギャリー・ジルキ

引率

澤村　　寛

ジャニス・ロックハート
新津　昭則

サンドラ・キム

グレッグ・フェルスキ
マット・フェルスキ

ドリーン・フェルスキ



まちかどまちかどまちかど

6

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

7

まちかどまちかどまちかど

7

　狂犬病の集団予防注射が始まりました。生

後３カ月以上の犬には、法律により年１回の

狂犬病予防注射の接種が義務付けられていま

す。初日となった13日には、飼い主に連れら

れ集まった犬約80頭が予防接種を受けました。

なお、犬の登録者には予防注射の案内をお送

りしています。

給食おいしいね！

４.13 狂犬病を防ぐ

　足寄町農業再生協議会主催による新規就農

者対面式が町内の飲食店で開催され、新規就

農家族や経営譲渡者などが出席しました。町

白糸の南雲和行さ
んの牧場を譲り受け新規就農

したのは、山﨑可以さ
ん・桃子さ

んご夫妻。式で

は同会の会長でもある安久津勝彦町長などが

あいさつし、新規就農者を激励しました。

３.25 新規就農者を激励

　保護者の負担軽減と子育て支援を目的に、

４月３日から町認定こども園どんぐりで調理

された給食が、螺湾、芽登、上利別のへき地

保育所で提供が始まりました。初日のメニュ

ーは、さけの焼き魚、スパゲティソテー、じ

ゃがいもと玉ねぎの味噌汁、リンゴの４種類。

上利別保育所の佐藤里奈ちゃん（５歳）は「魚

がおいしい。ご飯にかけて食べるともっとお

いしい」と笑顔で話してくれました。

　また、９日からは新しくなった学校給食セ

ンターでの調理が始まり、町内５つの小中学

校で給食が提供されました。足寄小学校の米

根岳大君（６年）は「スペアリブに脂がのっ

ていてとてもおいしい。給食のメニューでス

ペアリブが一番好き」と話し、完食していま

した。なお、同センターの改築に併せ新調さ

れた食器には、町のマスコットキャラクター

「アユミちゃん」がプリントされています。

３.17 被害に遭わないために

３.18 バドミントンって楽しい

３.15 ターゲットを目がけて

　ジュニアスポーツ体験教室（町教育委員会

主催）が総合体育館で行われ、小学生22人が

参加。子どもたちは、町バドミントン連盟（滝

口晴夫会長）の会員指導の下、ラケットの持

ち方やシャトルの打ち方などの基本動作のほ

か、ゲーム形式による練習を行いながらバド

ミントンの魅力に触れていました。

　足寄中学校（廣瀬正幸校長）の２年生を対

象に、消費生活出前講座が行われました。髙

安ユミ子町消費生活相談員が契約の仕組みや

インターネットショッピングでのトラブルに

ついて解説しました。髙安相談員は「トラブ

ルに遭ったり困ったりしたら、すぐに消費生

活相談所に連絡を」と呼び掛けました。

３.16 ボランティアを学ぶ
　高齢者ボランティア講座（全５回）が開催

されました。最終回となったこの日は、北翔

大学の小坂井留美准教授による「いつでも・

気軽に・健康体操」が総合体育館で開催され、

76人が参加。椅子に座ってできる運動や体力

測定などを通し、参加者らは体を動かすこと

の大切さとその効果を学びました。

　道立青少年体験活動支援施設ネイパル足寄

（杉山良雄所長）で「感謝感謝のフロアカー

リング大会」が開催され、20チームが参加。

選手らは優勝目指し、熱い戦いを繰り広げま

した。また、ベテランが小中学生にアドバイ

スする姿も見られるなど、参加者は世代を超

えてフロアカーリングを楽しみました。

上利別保育所

足寄小学校
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４.２　芽登保育所

４.８　足寄小学校

４.８　芽登小学校

４.８　足寄高等学校

４.２　螺湾保育所４.１　町認定こども園どんぐり

４.２　上利別保育所

４.８　螺湾小学校

４.８　大誉地小学校 ４.８　足寄中学校

入
園
・
入
所
・
入
学

お

め

で

と

う
！

足
寄
町
に
は
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

３
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
本
原
理
と
す
る
日

本
国
憲
法
の
下
で
、
人
権
に
関
す
る
諸
制
度
の
整
備
や
諸
施
策

の
推
進
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
状
は
同
和
問
題
な
ど
社
会
的
身
分
や
門
地
に
よ

る
不
当
な
差
別
や
人
種
、
信
条
、
性
別
な
ど
に
よ
る
差
別
や
人

権
侵
害
が
存
在
し
、
ま
た
国
際
化
、
高
齢
化
、
少
子
化
、
情
報

化
等
の
社
会
変
化
に
伴
い
、
人
権
に
関
す
る
新
た
な
課
題
も
生

じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
い
つ
で
も
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
離
婚
相
談
な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
や
借
地
借
家
等

の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
事
な
ど
、
幅
広
い
内
容
に
対
応
し
ま

す
。

　

学
校
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
皆
さ

ん
が
「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
難
し
い
手
続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

日　

時　

６
月
１
日
㈪

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

　

場　

所　

足
寄
町
民
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
は
、
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
苦
情
そ
の
他
相
談
や
意
見
・

要
望
を
受
け
付
け
、
相
談
者
と
関
係
行
政
機
関
の
間
に
立
っ
て
、
公
正
・

中
立
の
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
ん
な
相
談
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
国
道
の
道
路
標
識
が
分
か
り
に
く
い

・
国
の
施
設
を
も
っ
と
使
い
や
す
く
し
て
ほ
し
い

・
年
金
の
書
類
が
送
ら
れ
て
こ
な
い

　

な
ど
の
苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
、
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
所
開
設

　

日　

時　

６
月
１
日
㈪　

午
後
１
時
～
３
時

　

場　

所　

足
寄
町
民
セ
ン
タ
ー

◆
釧
路
行
政
評
価
分
室
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

『
行
政
苦
情
１
１
０
番
』
☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

行
政
へ
の
相
談
・
苦
情
は

行
政
相
談
委
員
へ

小　林　雅　子さ
ん

西町７　☎25－5931

國　見　　　勲さ
ん

南６－１　☎25－4545

西　野　　　勲さ
ん

南２－５　☎25－3808

先　崎　三　朗さ
ん

南１－４　☎25－4974

行政相談委員

人 権 擁 護 委 員
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イ
ベ
ン
ト
情
報

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

高
齢
者
向
け
灯
油
等
購
入
助
成
事
業

心
温
ま
る
ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
金

集
合
住
宅
等
に
お
住
い
の
方
へ

住
民
票
に
方
書
の
記
載
を

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
づ
く
り

足

寄

ふ

る

さ

と

花

ま

つ

り

　

緑
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
ニ
ト
リ
北
海
道

応
援
基
金
の
助
成
を
受
け
、
平
成
18
年
の
低
気
圧
で

風
倒
被
害
に
遭
っ
た
里
見
が
丘
の
町
有
林
に
町
木
の

〝
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
〟
１
０
０
０
本
を
植
樹
し
ま
す
。

　

当
日
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
先
着
２
０
０
人
に
、

ブ
リ
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
１
本
と
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま

つ
り
で
お
使
い
い
た
だ
け
る
食
事
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
な
お
、
雨
天
の
た
め
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま

つ
り
が
中
止
と
な
っ
た
場
合
は
、
食
事
券
は
配
布
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ

ひ
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
　

時　

５
月
31
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
集
合　

※
雨
天
決
行

集
合
場
所　

ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
駐
車
場

そ

の

他　

当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

詳　
　

細　

役
場
経
済
課
林
業
振
興
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
４
３

　

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
）」
と
は
〝
ふ
る
さ

と
に
貢
献
し
た
い
〟〝
ふ
る
さ
と

を
応
援
し
た
い
〟
と
思
う
方
が
、

地
方
公
共
団
体
に
寄
附
を
し
た
場

合
、
２
０
０
０
円
を
超
え
る
額
に

つ
い
て
、
一
定
の
限
度
ま
で
住
民

税
と
所
得
税
が
控
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　

昨
年
度
は
、
本
町
に
「
ゆ
か
り

の
あ
る
方
」「
思
い
出
の
あ
る
方
」、

足
寄
町
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
全
国
各
地
の
方

か
ら
、
約
３
８
０
０
件
、
５
１
０

０
万
円
を
超
え
る
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
か
ら
１
万
円

以
上
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
町
外

在
住
の
方
を
対
象
に
、
町
の
Ｐ
Ｒ

と
町
内
産
業
の
活
性
化
を
目
的
に
、

特
産
品
の
贈
呈
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は

「
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
に

足
寄
町
を
知
り
ま
し
た
。
い
つ
か

遊
び
に
行
き
た
い
で
す
」「
特
産

品
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
と
て
も
甘

く
、
身
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い

て
感
動
し
ま
し
た
。
友
人
に
も
紹

介
し
ま
す
」
な
ど
の
温
か
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
「
ふ
る

さ
と
足
寄
応
援
寄
附
金
」
に
積
み

立
て
、
地
域
産
業
や
観
光
の
振
興
、

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る
事
業
な

ど
、
寄
附
を
さ
れ
た
方
の
意
向
に

沿
い
、
本
町
の
発
展
に
寄
与
す
る

事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
街

路
灯
を
購
入
し
、
足
寄
小
学
校
の

敷
地
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
同
校

は
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、

停
電
時
や
災
害
時
な
ど
の
非
常
用

電
源
と
し
て
、
ま
た
同
校
の
防
犯

灯
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
パ
ー
ト
等
の
集
合
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
住
民
票
の
住
所

に
建
物
名
・
部
屋
番
号
等
の
方
書

を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

方
書
の
記
載
が
さ
れ
て
い
な
い

場
合
、
郵
便
物
が
正
確
に
届
か
な

い
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
導
入
に
伴
い
、
平
成
27
年
10
月

か
ら
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
が
全

住
民
に
送
付
さ
れ
る
他
、
役
場
や

年
金
事
務
所
を
は
じ
め
各
種
行
政

事
務
の
実
施
に
当
た
り
、
行
政
上

の
各
種
通
知
を
確
実
に
本
人
へ
届

け
る
た
め
に
も
、
よ
り
正
確
な
住

所
の
記
載
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

転
入
や
転
居
な
ど
、
新
し
く
住

所
登
録
を
す
る
際
に
は
、
方
書
の

記
載
に
つ
い
て
ご
案
内
し
て
い
ま

す
が
、
以
前
よ
り
足
寄
町
に
住
所

を
有
し
、
平
成
27
年
１
月
以
降
に

転
居
等
で
住
所
変
更
が
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
方
書
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

円
滑
な
行
政
事
務
の
運
営
の
た

め
に
も
、
方
書
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
住
民
票
の
住
所
に
方

書
を
記
載
す
る
届
け
出
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
郵
便
局
等
で
方
書
ま
で
の
正
確

な
住
所
を
登
録
さ
れ
て
い
る
場

合
で
も
、
住
民
票
に
は
反
映
さ

れ
な
い
た
め
、
必
ず
役
場
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
対
象
者　

集
合
住
宅
等
に
お
住

ま
い
で
、
住
民
票
の
住
所
に
方

書
の
記
載
が
な
い
方

■
届
け
出
で
き
る
方　

世
帯
主
ま

た
は
同
一
世
帯
の
方

■
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

・
届
出
者
が
代
理
人
の
場
合
は
委

任
状

詳　

細

　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

　

本
年
度
も
ふ
る
さ
と
納
税
を
通

し
、
本
町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

皆
さ
ん
の
応
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
氏
名
等
の
公
表
を
承
諾

い
た
だ
い
た
方
の
み
、
後
日
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

詳　

細

　

役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
９

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
〝
足
寄
ふ
る
さ
と

花
ま
つ
り
〟
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

恒
例
の
カ
マ
ス
挙
げ
大
会
や
町
民
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
る
他
、
林
業
の
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ

ン
ト
「
丸
太
切
り
競
争
」
が
、
今
年
新
た
に
加
わ
り

ま
し
た
。
ご
家
族
、
ご
友
人
を
お
誘
い
の
上
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

５
月
31
日
㈰　

※
雨
天
中
止

　

町
で
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日

現
在
、
足
寄
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
65
歳
以
上
の
方
に
対
し
、
国
の

「
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
交
付
金
」
を
受
け
、

足
寄
町
商
工
会
会
員
の
店
等
で
利

用
で
き
る
商
品
券
（
５
０
０
０
円

分
）
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
す
で
に

通
知
文
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の

で
、
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
期
限
ま
で
に
役
場
福
祉
課
総

合
支
援
相
談
室
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
足
寄
町
を
愛
し
、
応
援
し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
各
種
事
業
を
実

施
し
、
魅
力
あ
る
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
20
年
９
月
に
「
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

■
対
象
者

・
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
足

寄
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
65
歳

以
上
の
方

※
収
入
等
の
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
交
付
申
請
の
時
点
で
、
足
寄
町

外
に
住
所
変
更
し
た
り
、
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
り
し
た
方
は

助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
助
成
額

　

足
寄
町
商
工
会
商
品
券

　

（
５
０
０
０
円
分
）

■
必
要
な
も
の

　

町
か
ら
お
送
り
し
て
い
る
通
知

文
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
印
鑑

（
代
理
の
方
が
受
領
す
る
場
合
は

代
理
人
の
印
鑑
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

■
申
請
期
限

　

平
成
27
年
６
月
30
日
㈫

■
申
請
窓
口

　

役
場
福
祉
課
総
合
支
援
相
談
室

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
総
合
支
援
相
談
室

�

☎
25

－

９
２
０
０

場　
　

所　

役
場
横
駐
車
場

　
　
　
　
　

※
昨
年
と
会
場
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ

の

他　

会
場
で
は
、
コ
ン
ロ
と
炭
を
無
料
で
お

貸
し
し
ま
す
の
で
、
焼
肉
な
ど
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

詳　
　

細　

役
場
経
済
課
商
工
観
光
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
４
２

午
前
10
時
～　
　

町
民
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

正
午
～　
　
　
　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

午
後
12
時
30
分
～
カ
マ
ス
挙
げ
大
会

午
後
１
時
～　
　

丸
太
切
り
競
争

午
後
２
時
～　
　

お
楽
し
み
抽
選
会
・
パ
ン
撒
き



1213

後 後期高齢者医療制度にご加入中の方へ

保険料の軽減措置が見直されます！

　保険料均等割軽減のうち、２割・５割軽減に係る所得判定基準が次の通り見直され

ました。

詳　細　役場住民課住民室保険担当　☎２５－２１４１内線２１７

●均等割２割・５割軽減の範囲が見直されました

●今回の見直しにより、新たに軽減の対象となる世帯の
　年間保険料額の例

≪平成26年度≫

≪単身世帯の場合≫

≪夫婦２人世帯（共に被保険者）で、妻の年金収入が80万円以下の場合≫

≪平成27年度から≫

軽減割合 所得が次の金額以下の世帯

５割軽減 33万円＋（24万5千円×世帯の被保険者数）

２割軽減 33万円＋（45万円×世帯の被保険者数）

年金収入
均等割軽減 所得割

軽減
平成27年度 前年度比

前年度 新

193万円 2割 5割 5割   46,700円 ▲15,500円

194万円 2割 5割 5割   47,300円 ▲15,400円

214万円 - 2割 - 105,300円 ▲10,300円

215万円 - 2割 - 106,400円 ▲10,200円

夫の
年金収入

区分
均等割軽減 所得割

軽減
平成27年度 前年度比

前年度 新

218万円
夫

２割 ５割
-   94,100円 ▲15,400円

妻 -   25,700円 ▲15,400円

220万円
夫

２割 ５割
-   96,200円 ▲15,400円

妻 -   25,700円 ▲15,400円

259万円
夫

- ２割
- 152,600円 ▲10,300円

妻 -   41,100円 ▲10,300円

262万円
夫

- ２割
- 155,800円 ▲10,300円

妻 -   41,100円 ▲10,300円

軽減割合 所得が次の金額以下の世帯

５割軽減 33万円＋（26万円×世帯の被保険者数）

２割軽減 33万円＋（47万円×世帯の被保険者数）

平成27年度の保険料額は、７月に個別にお知らせします。

西野みゆき

池野　晴紀細矢悠一郎

稲垣　　彩青砥　佐智

国民健康保険病院
主任看護師

総務課総務室
主事補

国民健康保険病院
看護師

総務課総務室
主事補

国民健康保険病院
看護師

年
齢　

47
歳　

出
身　

帯
広
市

趣
味　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

「
４
月
か
ら
病
院
の
看
護
師
と
し
て
働
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
患
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
、

満
足
し
、
信
頼
で
き
る
医
療
に
努
め
る
と
い

う
病
院
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
患
者
さ
ん

に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
」

年
齢　

19
歳　

出
身　

音
更
町

趣
味　

音
楽
鑑
賞
、
楽
器
演
奏

「
足
寄
町
の
こ
と
を
一
か
ら
勉
強
し
、
い
ち

早
く
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
役
場
の
先
輩
方
を
お
手
本
に
、
全
力

で
職
務
を
全
う
し
て
い
き
た
い
で
す
。
町
で

見
掛
け
た
ら
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
」

年
齢　

22
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

ゴ
ル
フ

「
拙
い
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
、
迷
惑
も
た
く

さ
ん
掛
け
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
が
、
少
し

で
も
ふ
る
さ
と
足
寄
町
、
そ
し
て
町
民
の
皆

さ
ん
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

年
齢　

18
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

絵
を
描
く
こ
と

「
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
一
生
懸
命
勉
強
し
て
、
少
し
で
も
町
民

の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
に
対
し
て
も

最
善
を
尽
く
し
て
こ
れ
か
ら
頑
張
り
ま
す
」

　

あ
し
バ
ス
（
市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）

は
昨
年
10
月
か
ら
本
格
運
行
を
開
始
し
、
町

国
民
健
康
保
険
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
の
ほ

か
、
役
場
・
総
合
体
育
館
等
の
公
共
施
設
、

商
店
街
な
ど
を
循
環
し
て
い
ま
す
。

　

運
行
開
始
か
ら
今
年
３
月
ま
で
の
半
年
間

で
、
延
べ
４
，
１
８
２
人
（
１
日
最
大
62
人
、

１
日
平
均
29
人
）
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

利
用
料
金
は
１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
０
０

円
で
す
が
、
65
歳
以
上
の
方
や
障
が
い
者
、

学
生
等
は
無
料
と
な
り
、
希
望
者
に
は
無
料

乗
車
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

あ
し
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
運
行
ル
ー
ト
・
時
刻
表
の
見
直
し

を
10
月
１
日
に
予
定
し
て
お
り
、
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
利
便
性
の
他
、
効
率
性
、

安
全
性
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
協
議
し
、
で
き
る

限
り
反
映
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
ま
す
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
７

年
齢　

22
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

音
楽
鑑
賞
・
お
菓
子
作
り

「
思
い
や
り
の
あ
る
看
護
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
、
日
々
学
び
を
深
め
て
い
き
た
い

で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
看
護

師
を
目
指
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

頑
張
り
ま
す
」

新規採用職員を
紹介します
（４月１日付）

あ
し
バ
ス
へ
の
ご
意
見
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

死
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
30
回

初
め
て
の
一
人
暮
ら
し

～
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
気
を
付
け
て
！

　

町
外
へ
転
出
し
た
お
子
さ
ん
が
希
望
に

満
ち
た
新
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
心
配
し
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

「
こ
ん
な
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」

と
い
う
時
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
下
さ
い
。

町
外
に
転
出
し
た
大
学
生
の
娘
が
、

下
宿
先
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
の
受
信
料
の

請
求
を
受
け
た
時
の
こ
と
。「
テ
レ

ビ
は
持
っ
て
い
な
く
、
学
生
で
余
裕

が
な
い
」
と
断
っ
た
。
し
か
し
「
ワ

ン
セ
グ
機
能
付
き
の
携
帯
電
話
を
持

っ
て
い
る
な
ら
払
っ
て
」
と
言
わ
れ
、

払
っ
た
と
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
　
　
　
（
40
代
女
性
）

放
送
法
で
は
、
テ
レ
ビ
等
の
受
信
設

備
を
設
置
し
た
者
は
、
受
信
契
約
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ワ
ン
セ
グ
機
能
付
き
携
帯
電

話
は
、
受
信
設
備
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
保
護
者
の
方
へ
》

　
親
と
離
れ
て
暮
ら
す
学
生
な
ど
に
は
受
信

料
の
割
引
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

同
じ
ア
パ
ー
ト
の
住
人
が
訪
ね
て
来

た
の
で
ド
ア
を
開
け
る
と
、
新
聞
の

勧
誘
だ
っ
た
。
大
学
の
授
業
で
使
う

か
ら
と
言
わ
れ
、
長
時
間
し
つ
こ
く

勧
誘
さ
れ
た
の
で
契
約
し
て
し
ま
っ

た
。
ま
た
、
購
読
の
お
礼
に
と
洗
剤

や
お
米
を
渡
さ
れ
た
が
、
解
約
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

�

（
10
代
男
性
）

訪
問
販
売
で
の
契
約
は
、
定
め
ら
れ

た
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８

日
以
内
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無

条
件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

う
そ
の
勧
誘
や
長
時
間
に
わ
た
る
勧

誘
、
契
約
金
額
に
見
合
わ
な
い
よ
う

な
高
額
な
景
品
類
を
渡
さ
れ
て
契
約

し
た
場
合
は
、
一
定
期
間
が
過
ぎ
て

も
解
約
で
き
ま
す
。
な
お
、
未
成
年

者
に
よ
る
契
約
は
、
取
り
消
し
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

《
不
用
意
に
ド
ア
を
開
け
な
い
》

　

ド
ア
を
開
け
る
前
に
、
訪
問
者
や
用
件
を

確
認
し
て
か
ら
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
不
要
で

あ
れ
ば
、
ド
ア
を
開
け
ず
に
は
っ
き
り
断
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
で
は
、
勧
誘

に
先
立
っ
て
販
売
目
的
等
を
告
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
》

　

相
手
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
う
の
み
に
せ

ず
、
契
約
書
面
等
を
よ
く
見
て
確
認
し
、
ま

ず
は
家
族
や
周
囲
の
人
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
は
、
ご
本
人
か
ら
相
談
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

詳　

細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

Q

Q AA

足
寄
町
に
お
住
ま
い
の
方
へ

お
断
り
ス
テ
ッ
カ
ー
を

活

用

し

ま

し

ょ

う

　

町
で
は
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る
被
害

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
「
訪
問
販
売
お
断

り
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
作
成
し
、
自
治
会
等
を

通
し
、
各
家
庭
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
消
費
生
活
条
例
で
は
「
訪
問
販
売

お
断
り
」
な
ど
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て
あ

る
場
合
、
訪
問
販
売
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
玄
関
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
な
ど
目
に

付
く
所
に
貼
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

▼
訪
問
販
売
お
断
り
シ
ー
ル
▲

樺
（
和
名
は
シ
ラ
カ
ン
バ
）
は
そ
の

樹
皮
の
白
さ
が
特
徴
的
で
名
前
の
由

来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
イ
ヌ
の
人

た
ち
は
レ
タ
ッ
・
タ
ッ
ニ
（
白
い
カ

バ
皮
の
木
）
な
ど
と
呼
ん
で
い
ま
し

た
。
シ
ラ
カ
ン
バ
に
限
ら
ず
木
の
樹

皮
は
大
き
く
は
外
樹
皮
と
内
樹
皮
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
樹
皮
は
幹
の
外
側

か
ら
す
こ
し
内
部
に
位
置
す
る
形
成

層
と
呼
ば
れ
る
分
裂
組
織
で
作
ら
れ

ま
す
。
こ
の
形
成
層
に
隣
接
し
て
生

き
て
い
る
細
胞
を
含
ん
で
い
る
樹
皮

を
内
樹
皮
、
よ
り
外
側
に
あ
り
古
く

死
ん
だ
細
胞
で
で
き
て
い
る
樹
皮
を

外
樹
皮
と
い
い
ま
す
。
内
樹
皮
は
葉

第97回『白樺の樹皮はなぜ白い』

（九州大学北海道演習林　内海泰弘）

白色に輝くシラカンバの樹皮

に
運
ぶ
役
割
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

外
樹
皮
は
す
で
に
死
ん
で
い
ま
す
の

で
能
動
的
な
機
能
を
持
た
な
い
、
い

わ
ば
幹
の
外
套
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

シ
ラ
カ
ン
バ
で
は
こ
の
外
樹
皮
に
ベ

チ
ュ
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
有
機
化
合
物

の
結
晶
を
多
く
含
み
、
こ
れ
が
光
に

よ
く
反
射
し
て
白
色
を
呈
す
る
た
め

樹
皮
が
白
く
見
え
ま
す
。
シ
ラ
カ
バ

の
樹
皮
を
手
で
そ
っ
と
剥
が
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
き
れ
い
な
白
色
の
皮

を
観
察
で
き
ま
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

☎
25

－

２
６
０
８

保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
お
得
で
便
利
で
す
！

み
ん
な
の
国
民
年
金

　

口
座
振
替
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
と
、
自
動
引
き
落
と
し
で
納
め
忘
れ
の
心
配

が
な
く
、
ま
た
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
便
利
で
す
。

　

さ
ら
に
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
、
現
金
で
月
々
納
付
し
た
場
合
に

比
べ
て
割
引
に
な
り
大
変
お
得
に
な
り
ま
す
。

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

足
寄
町
の
あ
ち

こ
ち
で
目
に

す
る
機
会
の
多
い
白

で
作
っ
た
養
分
を
体
中

申
し
込
み
方
法

　

口
座
振
替
申
込
書
に
必
要
な
事
項
を

記
入
・
押
印
（
金
融
機
関
の
届
出
印
）し
、

年
金
事
務
所
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
さ

れ
る
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

金
融
機
関
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
の
申
込
期
限

●
平
成
27
年
度
６
カ
月
前
納
（
10
月
～

翌
年
３
月
分
）

：

平
成
27
年
８
月
31
日

●
平
成
28
年
度
６
カ
月
前
納
（
４
月
～

９
月
分
）・
１
年
前
納
・
２
年
前
納

：

平
成
28
年
２
月
29
日

納付方法と割引される金額の比較（平成27年度）

納付方法
１カ月分の

割引額
６カ月分の

割引額
１年分の
割引額

２年分の
割引額

翌月末振替 ― ― ― ―

当月末振替
（早割）

50円 300円 600円 �1,200円

６カ月前納
〈現金納付〉

― 760円 1,520円 �3,040円

６カ月前納
〈口座振替〉

― 1,060円 2,120円 �4,240円

１年前納
〈現金納付〉

― ― 3,320円 �6,640円

１年前納
〈口座振替〉

― ― 3,920円 �7,840円

２年前納
〈口座振替〉

― ― ― 15,360円
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　住民総参加型のスポーツイベントです。町外
の人でも参加できますので、ぜひ本別町に来て
一緒に爽やかな汗を流しませんか。
開催日　５月27日㈬
場　所　本別町内
内　容　・早朝ウオーキング
　　　　　午前６時－　本別町体育館前
　　　　・おはようラジオ体操
　　　　　午前７時15分－　本別町役場前
　　　　・神居山登山
　　　　　午前10時－正午　神居山頂上
※ラジオ体操参加者にはパンと牛乳を提供（数

に限りあり）。神居山頂上でもお茶を用意し
ています。この他町内各団体主催イベントも
開催予定です。

詳　　細� 実行委員会事務局
（本別町教育委員会社会教育課・スポーツ担当）
� ☎２２－２３３１

チャレンジデー２０１５ ふるさと銀河線りくべつ鉄道のご案内

　ふるさと銀河線りくべつ鉄道の運行が始まり

ました。国内最長を誇る運転体験やご家族で楽

しめるトロッコ乗車体験で皆さんのご来場をお

待ちしています。

営業期間　10月25日㈰まで

※火曜日、水曜日は定休日です。

営業時間　午前９時－午後４時30分

そ の 他

※気動車乗車体験、運転体験Ｓコース、トロッ

コ乗車体験が楽しめます。また、お盆、町内

イベント時には臨時営業が予定されています。

※Ｌ・銀河コース（完全予約制）についてはお

問い合わせください。

ふるさと銀河線りくべつ鉄道ホームページ

http://rikubetsu-railway.jimdo.com/
詳　　細� ふるさと銀河線りくべつ鉄道�

� ☎２７－２２４４

国保特定健診、すこやか健診、胃・肺・大腸・
前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診・エキノコックス検診

生活や仕事について
相談してみませんか

場　　所　町民センター

※生活保護の方は無料、70歳以上の方は肝炎ウイルス検診のみ無料、エ

キノコックス検診は中学生以下の方が無料です。

申込期限　５月29日㈮午後５時まで

申込先・詳細� 役場福祉課予防検診担当　☎２５－２５７１

　とかち生活あんしんセンターで

は、さまざまな理由から生活、仕

事にお困りの方からの相談を無料

で受け付けています。誰にも打ち

明けられない悩みをお持ちの方は

一度ご相談ください。予約制とな

っていますので、相談をご希望の

方は電話にてお申し込みください。

日　時　５月14日㈭
　　　　午前９時30分－11時20分

　　　　６月４日㈭
　　　　午後12時30分－２時20分

場　所　南区コミュニティセンター

申込先・詳細

� 自立相談支援事業所

� とかち生活あんしんセンター

� ☎０１５５－６６－７１１２

無料歯科検診のお知らせ

　とかち歯科医師会では６月４日

から10日までの「歯と口の健康週

間」に合わせ、協力歯科医院にお

いて無料歯科検診を行います。ご

希望の方は各歯科医へ電話予約の

上受診してください。

期　間　６月４日㈭－10日㈬
町内の協力歯科医院

・足寄ファミリー歯科

　☎２５－４３７７

・中原歯科

　☎２５－９１８８

詳　細� 十勝歯科医師会

� ☎０１５５－２５－２１７２

募　　集

お知らせ

　町では、自然に優しい再生可能エネルギーの導入推進により、安全で

快適な住環境の整備を進めており、住宅用太陽光システムと木質ペレッ

ト燃焼機器の導入に対し補助を行っています。

〈足寄町住宅用太陽光発電システム導入補助〉

対　　象　町内在住で、住宅に家庭用太陽光発電システムを導入する方

補助内容　１キロワット当たり５万円（出力４キロワットまで）

補助上限　20万円

補助件数　５件

〈足寄町木質ペレット燃焼機器導入補助〉

対　　象　町内在住で、住宅に木質ペレット燃焼機器を設置する方

補助内容　木質ペレット燃焼機器本体の購入経費の２分の１

上　　限　20万円

詳　　細� 役場経済課林業商工観光室　☎２５－２１４１内線２５２

　身体等に障がいがある方のために使用する自動車で一定の要件に当て

はまるものは、申請により軽自動車税の減免を受けることができます。

　減免の申請をされる方は必要書類等を持参の上、役場住民課税務室課

税担当までお越しください。

申請期限　５月25日㈪
申請に必要なもの

　身体障害者手帳等、自動車運転免許証、軽自動車税納税通知書、印鑑

※減免の適用は１台限りです。普通乗用車等で減免を受けている方は対

象外となります。

詳　　細� 役場住民課課税担当　☎２５－２１４１内線２３３

各種補助制度をご利用ください

障がいがある方に対する軽自動車税減免について

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

新入学の小学１年生へ

・足寄ライオン会から

� ランドセルカバー

・足寄ロータリークラブから

� 防犯ブザー

・足寄町交通安全協会から

� 色鉛筆、塗り絵

・足寄町交通安全協会女性ドラ

イバー支部から� 鉛筆他

・足寄町商工会女性部から

� 鉛筆

・足寄町旭町ふれあいプラザ陶

芸木彫クラブから

� 鉛筆立て

・帯広建設業協会から

� ファイルケース

町認定こども園どんぐりへ

・足寄町商工会女性部から

� 図書カード１万円分

町立特別養護老人ホームへ

・足本トシエさ
ん（本別町）から

� 食卓テーブル３台

自衛官候補生（男子）募集

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細　自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募集種目 応 募 資 格 受付期限 試 験 日

自衛官候補生
（男子）

18歳以上
27歳未満の方

７月10日㈮ ７月12日㈰

健　診　名 対　　　　　象 料　　　　　金 日　　　時

国保特定健診
・足寄町国民健康保険に加入

している40歳－74歳の方
無料
※ただし、次の検査をした場合は別

途追加料金が掛かります。
・心 電 図　１，６２０円
・眼底検査　１，０８０円

６月23日㈫・24日㈬
・25日㈭

午前６時－10時
（先着順時間予約制）

すこやか健診
・足寄町国民健康保険に加入

している35歳－39歳の方
・40歳以上の生活保護受給者

胃・肺・大腸
が ん 検 診

・40歳以上の方

・ 胃 ：２，１００円
・ 肺 ：５００円
・喀痰：１，３００円
・大腸：７００円

前立腺がん
検診

・50歳以上の男性の方 ９００円

肝炎ウイルス
検診

・35歳以上の方で肝炎ウイルス
検診を受けたことがない方

・Ｃ型肝炎ウイルス検診：５００円
・Ｂ型肝炎ウイルス検診
　(HBs抗原検査 )：３００円

エキノコックス
検診

・小学校３年生以上の方 ４００円
６月23日㈫・24日㈬

午後１時－３時



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで
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☆４月も終わり、新１年生もそろそろ

学校生活に慣れてきたのではないで

しょうか。

☆ちょっとおとぼけなわが家の息子も

無事５年生に進級することができ、

新たな気持ちで毎日頑張っています。

☆そんな彼が音楽の授業で書いた自己

紹介を見てびっくり。

　息子が『勉強道具』を好きなんて、

初めて知りました！

☆ぜひ、５年生のうちに道具だけでな

く『勉強』も好きになってください

ね。

阿部　圭
けい

史
し

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年５月30日生まれ）

　来客のチャイムが鳴ると店先

へダッシュ。帰りはお辞儀とバ

イバイを決めるわが家の看板息

子です。これからも愛嬌のある

接客でみんなを和ませてね。

� 孝志・亜希子さ
んの子

� （下愛冠４丁目）

　４月３日から始まったへき地保育所での給

食風景です。≪写真：上利別保育所≫

� （⇒７ページ）　

※４月末の人口・世帯等については、６月号
でお知らせします。

輪島　塁
るい

人
と

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年６月３日生まれ）

　音楽が鳴ると指揮者になりき

るのがマイブーム。おじいちゃ

んからは野球バットを持たされ、

指揮棒を握るかバットを握るか、

これからの塁人の選択が楽しみ

です。� 宏人・さゆりさ
んの子

� （南２条４丁目）
前崎　　穂

みのり
ち
  ゃ
   ん

� （平成25年６月10日生まれ）

　甘えん坊で食いしん坊。けん

かもするけれど、本当はお姉ち

ゃんが大好き。姿が見えないと

探して回ります。これからも姉

妹仲良く、元気に大きくなって

ね。� 幸男・綾さ
んの子

� （南２条５丁目）




